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沖縄県立総合教育センター 後期長期研修員 第45集 研究集録 2009年3月

〈体育〉
体を動かす楽しさや心地よさを味わう学習指導の工夫
－ －仲間とかかわるＧボール運動とチャレンジ運動を通して（第３学年）

恩納村立安富祖小学校教諭 安座間 直 樹

テーマ設定の理由Ⅰ
今日，様々な社会変化に伴い，子どもたちを取り巻く社会環境や生活様式も変化してきている。その中
で，中教審答申(2002年9月)「子どもの体力向上のための総合的な方策について」では，子どもの体力・
運動能力の低下傾向や，運動する子どもとしない子どもの二極化の傾向を指摘している。その原因の一つ
として，スポーツや外遊びに不可欠な要素である時間・空間・仲間の３つの減少が考えられると示し「生
涯にわたって運動に親しむ態度」の形成が重要だと述べている。それと関連し，地域社会の人間関係の希
薄化・少子化・遊びの変質等の影響が重なり子ども同士の豊かな交流が失われ，学校教育においては話し
合い活動や学び合い活動など，人とかかわる「人間関係づくり」が大きな課題となっている。
このような状況を受けて，今回改訂された学習指導要領では，仲間との交流や体力の向上などを目的と
した「体つくり運動」の一層の充実を改善点に掲げ，低・中学年の中心的な運動領域「基本の運動」に代
わり，これまで高学年から実施されていた「体つくり運動」が低学年段階から導入されている。また，低
・中学年においては年間授業時数が増加され，仲間との交流やコミュニケーション能力の育成，体力向上
を図る体育科の重要性がますます高まってきている。
本校の体育学習における児童の実態を見ると，活発かつ好奇心旺盛でほとんどの児童が体を動かすこと

， 。 ， ，は好きで 各自それぞれの課題に対しては意欲的に活動することができる ところが 仲間同士で見合う
教え合う，などの協力して活動することは苦手である。そのため，仲間とともに取り組む学習では達成感
を味わうことができない場面も多く見受けられ，体を動かす楽しさや心地よさを十分に味わえていないよ
うにうかがえる。このことから 「体つくり運動」の領域における指導の工夫が課題であると考える。，
そこで本研究では，体を動かしながら仲間とともに達成感を味わう学習の手立てとして，体つくり運動
の指導の工夫をし，かかわりを重視した活動の場を作ることを考えた。その手段として，仲間とともに多
様な動きに挑戦するＧボール運動と，一つの課題を仲間と解決していくチャレンジ運動を行う。そのよう
な学習を通して，体を動かす楽しさや心地よさを味わうことができる学習指導の展開を図りたい。
〈研究仮説〉
体つくり運動において，仲間とのかかわりを重視したＧボール運動とチャレンジ運動の指導を工夫する
ことにより，仲間と豊かにかかわり，体を動かす楽しさや心地よさを味わうことができるであろう。

研究内容Ⅱ
１ 体を動かす楽しさや心地よさを味わうとは

池田延之(2008)は体育学習に必要な楽しさと
して，図１のように「高田典衛のよい体育授業

」 。の四原則 ①精一杯体を動かした(動く楽しさ)
②技や力が伸びた(伸びる楽しさ)。③「あ，そ
うか」という発見があった(解る楽しさ)。④仲
間となかよく運動した(集う楽しさ)の４つに付
け加え，⑤運動の特性にふれることが必要だと
述べている。さらに，楽しい体育の授業は「か
しこく，なかよく，元気よく」と表現すること
ができ 「生きる力」をはぐくむことにつなが，
ると述べている。
楽しい体育はただ単に「子どもが体を動か

して勝敗を競い，楽しければよい。子どもが 図１ 楽しい体育と生きる力
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好きな運動領域を自由に好きにさせればよ
い 」というものではない。体育はあくまでも。
学習であって，体を動かす中で「学び」がな
ければならない。体育における学びとして，
運動技能の向上，運動におけるルールや活動
の質の向上，仲間とのかかわりの中でのマナ
ーの向上を挙げることができると考える。以
上のことから体を動かす楽しさとは，図２の

「 ，ように 仲間と共に運動の特性にふれながら
精一杯運動し，新たな発見や技能の高まりが
あること」であり，体を動かす心地よさとは
「仲間と共に運動の特性にふれることによって感じる達成感や充実感，満足感」と捉える。
運動の特性について永島惇正ら(2004)は「体育学習における運動の特性は 『一般的特性』を『子，

どもからみた特性』からとらえ直す必要がある 」と述べている。一般的特性とは，運動そのものが。
持つ魅力や楽しみのことである。そのためには，運動の持つ魅力を学級の児童の個人差を踏まえ，学
習する児童の立場からどこが楽しく，どこがつまらないのか，どんな楽しみ方ができる運動かを明ら
かにすることが必要である。この「子どもから見た特性」を重視して単元を構成することで，子ども
たちは運動の一般的特性(運動が持つ魅力や楽しみ)にふれ，体を動かす楽しさや心地よさを味わうこ
とができると考える。

２ 仲間とのかかわり
高橋健夫( 2005)は心と体を一体としてとら

える体育にもっとも強く期待されていること
として 「運動を通しての肯定的な『かかわ，
りの経験』や『かかわり方の学習』であり，
集団で取り組み，集団で達成し，集団で達成
の喜びを共有できるような教材を開発するこ
とが必要である 」と体育学習における仲間。
とのかかわりの重要性を述べている。
体育学習における仲間とのかかわりは，教

室で行われる他教科の授業と異なり，共に身
体を動かす中でかかわるスキンシップである
ため，とても重要である。図３のように，仲
間とのかかわりの中で人間関係が融和的に進んだり，衝突したりしながら課題を解決していく過程の
中で子どもたちは集団のよさや，集団におけるよりよい行動を選択する力が身に付き，肯定的な人間
関係を形成することができると考える。その中で，仲間との達成感や充実感，満足感を共有し，体を
動かす楽しさや心地よさを味わうことができると捉え，仲間とのかかわりを重視した学習指導の展開
を図っていきたい。

３ 体つくり運動（体ほぐしの運動と多様な動きをつくる運動）
「体つくり運動」は，自己の体への気づき・体の調整・仲間との交流をねらいとした「体ほぐしの

運動」と体の動きや働きを高め,体力の向上をねらいとする「体力を高める運動」とで構成されてい
る。今回改訂された学習指導要領の解説編では 「子どもたちの体力が低下する中で，運動の楽しさ，
や基本となる体の動きを身に付けることを重視する視点から，低・中学年の授業時数の増加が図られ
たこと，運動する子どもとそうでない子どもの二極化傾向や体力の低下傾向を受け低学年から体つく
り運動が取り上げられた 」と示している。また，高学年は従前どおりで構成しているが，低・中学。

「 ， ，年においては 発達段階を踏まえると 体力を高めることを学習の直接の目的にすることは難しいが
将来の体力向上につなげていくためには，この時期に様々な動きを培っておくことが重要である 」。
と示した。体つくり運動は図４のように「体ほぐしの運動」と「多様な動きをつくる運動」で構成し
ており 「多様な動きをつくる運動」では動きつくりにねらいがおかれている。本単元では，体つく，
り運動の２つの運動（体ほぐしの運動と多様な動きをつくる運動）で単元を構成し，仲間との交流を
重視しつつ，様々な動きを培っていけるような授業づくりを行いたい。

図３ 体育学習におけるかかわり

図２ 体を動かす楽しさと心地よさ
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また，今回改訂された学習指導要領の解説編
では 「体つくり運動の指導においては伴奏音，
楽などを取り入れ，楽しく授業を展開すること
が必要である 」と示してる。それは，体育学。
習における心と体を一体としてとらえる観点か
らもその重要性が分かる。本単元においても体
つくり運動の学習で音楽を効果的に活用するこ
とにより，心を弾ませ，体を動かしさらには,
仲間との豊かなかかわりをも促進し体を動か,
す楽しさや心地よさを味わうことのできる学習
展開を図りたい。
４ Ｇボール運動の特性
今回改訂された学習指導要領の解説編において，中学年の「体つくり運動」の用具を操作す

る運動の例示として「Ｇボールに乗って，軽くはずんだり転がったりすること」が示された。
Ｇボールとは1960年代にスイスの理学療法士が，神経系に障害のある子どもたちのリハビリ

の一つとして使用したのが始まりである。欧米では，障害者の機能回復訓練だけに留まらず，
様々な教育現場で教具として幅広く活用されている Ｇボールの Ｇ はGravi t y( 重心)Gi ant ( 巨。 「 」
大) Gymnast i cs( 体操)の頭文字に由来するものである。長谷川聖修( 2007) は 「さまざまな姿勢，
で『乗る 『弾む 『転がる』ことのできるＧボール運動は，調整力を中心とした柔軟性や平衡』 』
性，筋力などの多様な運動効果を得ることができ，体力の向上や身体の気づきや仲間との交流
など，体ほぐしの運動の教材としても有効である 」と述べている。そのため，Ｇボール運動は。
体つくり運動の「体ほぐしの運動」と「多様な動きをつくる運動」のねらいを達成するのに有
効な手段であると考え，Ｇボールを用いた体つくり運動の授業を展開していく。
(1) 体ほぐしの運動とＧボール運動
長谷川は，体ほぐしの運動の「気付き 「調整 「交流」の３つのねらいとＧボール運動の特性と」 」
を対応させ，表１のように整理した（図５参照 。）

Gravi t y 揺れ動くボールの上で乗る・弾む・転がる運
。気付き （重心） 動を通して自己や仲間の体の使い方に気付く

柔らかな曲面と弾性を利用して，様々な動きGymnast i cs
調整 （体操） で多彩な運動感覚を引き出し，体を調整する

力を高めることができる。
Gi ant 人が乗ることができる大きなボールは仲間と

交流 （巨大） 協力し合ったり，助け合ったりすることで楽
しさが増す。

( 2) 多様な動きをつくる運動とＧボール運動
Ｇボール運動は多様な姿勢での運
動課題を多く引き出してくれること
から，体つくり運動における「多様
な動きをつくる運動」にも適してい
ると考える。多様な動きをつくる運
動を構成する「体のバランスをとる
運動 「体を移動する運動 「用具を」 」
操作する運動 「力試しの運動 「基」 」
本的な動きを組み合わせる運動」の
５つの運動とＧボール運動の様々な
活動を対応させ，図６のように整理
した。その運動内容から学習のねら
いや児童の実態，発達段階に合わせ
て運動内容を選択し活用していく。

図５ 体ほぐしの運動とＧボール運動

表１ 体ほぐしの運動とＧボール運動の特性

図４ 中学年における体つくり運動のねらい

図６ 多様な動きをつくる運動とＧボール運動
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( 3) Ｇボール運動の特性
Ｇボール運動の特性にふれさせ，体を動かす楽しさや心地よさを味わわせるために，機能的特性
を中心に３つの視点からその特性を明らかにし，表２にまとめた。

効果的特性 調整力（巧緻性・平衡性・敏捷性）を培うことができる。
構造的特性 １人で「乗る・弾む・転がる」の動きを中心に，２人，３人，４人の動きへと様々な活

動に発展していくことができる。
機能的特性 心と体をリラックスさせることができる。

仲間と協力して，様々な運動課題に挑戦できる。
５ チャレンジ運動

チャレンジ運動とは，仲間との交流や肯定的
な人間関係の育成を目的として，アメリカで開
発された体育学習プログラムで，高橋によって
日本に紹介された。図７に示したようにチャレ
ンジ運動は教師が示した課題に対して指名され
たリーダーのもと，グループ全員で課題を解決
していく。課題を達成するには仲間との協力が
必要不可欠であり 「集団的達成」の喜びを味，
わう中で肯定的な人間関係や責任感を育成して
いく。このことから，体ほぐしの運動の仲間
との交流に位置づけることがふさわしいと考える。チャレンジ運動の開発者であるダニエルＷ・ミド
ゥラら(2000)は「チャレンジ運動で重要なことは，仲間で互いに助け合ったり，依存し合ったりしな
がら 『集団的達成』の喜びを生み出すことである。そしてその運動は競争的な活動ではなく，協同，
的な活動であり，社会的・心理的・人格的発達を促進する要素をもっている 」と述べている。。
本単元ではチャレンジ運動を用いて集団的達成感を味わわせたい。そして毎時間異なった課題へ取

り組み，達成感を繰り返し味わうことで肯定的な人間関係を育成し，集団的高まりを形成する中で，
体を動かす楽しさや心地よさを味わわせていきたい。今回はＧボールを活用したチャレンジ運動の教
材化を図り実践する。表３にチャレンジ運動の学習の進め方を示す。

主運動とつながりのある運動を取り上げることによって，子どもたちの心と①チャレンジ運動に関連
体を解放する。した導入

②課題解決の作戦につい リーダーが課題カードを受け取り，リーダーを中心に全員で課題やルールを
ての話し合い 理解し，課題解決の作戦について話し合いをする。

③協力的な課題への取り 協力したり，肯定的にかかわることの重要性を示す。また，互いに賞賛や励
（ ， ）。組み ましを与えあうように教師が見本を見せる 仲間を非難しない けなさない

④課題達成の喜びの表現 課題を達成した後，グループ全員がポーズをつくり，喜びを表現する。
⑤振り返りと相互評価 よかったところをほめ合い，今日の振り返りを行う。
６ 学習指導の工夫
( 1) 学習過程におけるＧボール運動の活用の工夫
学習過程をめあて１・２・３と設定し，授業を展開する。めあて１では「体ほぐしの運動 ，め」
あて２では「多様な動きをつくる運動 ，めあて３では「チャレンジ運動」を行う(表４)。学習内」
容は，教師があらかじめ準備していた運動に，第１時の「Ｇボールになれよう」で子どもたちのア
イディアから出てきた運動を加え，実践した。

学習過程 学習活動 学習内容(運動内容)
めあて１ 体ほぐしの運動 ・おしくらまんじゅう ・おなかでキャッチ ・サンドイッチ

・はずんでマッサージ ・はずんでブリッジ ・たすけてー
めあて２ 多様な動きをつ ・ばんざいバランス ・スーパーマン ・逆スーパーマン ・すべり台

くる運動 ・スライディング ・すべり台 ・はっけよい ・十字架
めあて３ チャレンジ運動 ・ウェーブジャンプ ・サンドイッチウォーク ・ロングすべり台
( 2) チャレンジ運動の工夫
チャレンジ運動の学習内容（運動内容）は様々あるが，今回はＧボールを用いたチャレンジ運動
を教材化し実践した。

表２ Ｇボール運動の特性

図７ チャレンジ運動の目的

表４ 学習過程と運動内容

表３ チャレンジ運動における学習の進め方
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( 3) 音楽の工夫
村田芳子(2006)はリズムダンスに関して「授業で取り上げるリズムや音楽は，子どもの身近で関
心の高い曲から，軽快に弾んで踊れるようなやや速めのテンポ(130～150拍程度／分)の曲を中心に
曲調や感じの異なる曲を選ぶようにする 」と述べている。それを参考に効果的な音楽の活用方法。
を表５のように分類した。

学習場面 音楽の特徴とリズムの分類
体ほぐしの運動 単調で律動的な音楽 ♪120～♪130
多様な動きをつくる運動 子どもたちが身近で聴き慣れた音楽 ♪130～♪140
チャレンジ運動 チームで協力して課題解決を促進する音楽 ♪120～♪150

キーワード「冒険 「チャレンジャー 「勇気 「あきらめない 「協力」」 」 」 」
振り返り ゆったりとしたメッセージ性のある音楽 ♪82～♪86
( 4) 肯定的なかかわりを促進する工夫
体育学習における肯定的なかかわりを促進する手だてとして，授業の各場面ごとをイメージし，
表６に示すように整理し実践した。

場面 手だて
授業の始め ○肯定的な言葉かけの確認をする。

（いいぞ・うまいね・やったー・すごい・その調子・おしい・あとすこし・がんばろう）
○仲間のよいところを見つける視点を与える。

準備運動 ○自分や友達の体の様子に意識させる言葉かけを行う。
２ ３人での活動 ○毎時間バディを替え，多くの仲間とかかわりを持たせる。,
チームでの活動 ○チームへの所属意識を高める。

（チーム名・気合い・ハイタッチ・決めポーズ等チームのオリジナルを創る ）。
， 。学習の振り返り ○友達やチームのよかった所を発表し合ったり 学習カードに書いた感想を学級の掲示板で紹介する

， ， 。○チームが融和的に進んだり 衝突した場面を具体的に振り返り その原因を見つける視点を与える
※停滞している児童 ○活躍の場の設定，教師が加わり一緒に活動する。

指導の実際Ⅲ
１ 領域・単元名 体つくり運動 「ワクワク チャレンジ Ｇボール! !」
２ 単元の目標
【運動技能】(1) 体を動かす楽しさや心地よさを味わうとともに，体の基本的な動きができるようにする。

ア 体ほぐしの運動では，心と体の変化に気付いたり，体の調子を整えたり，みんなでかか
わり合ったりするための手軽な運動や律動的な運動をすること。
イ 多様な動きをつくる運動では，体のバランスや移動，用具の操作などとともに，それら
を組み合わせること。

【態度】 (2) 運動に進んで取り組み，きまりを守り仲よく運動をしたり，場や用具の安全に気を付けた
りすることができるようにする

【思考･判断】( 3) 体つくりのための運動の行い方を工夫できるようにする。
３ 運動の特性
( 1) 一般的特性
Ｇボール運動は調整力(巧緻性・平衡性・敏捷性)を培うことができ，１人で「乗る・弾む・転が
る」の動きを中心に，２人，３人，４人の動きへと様々な活動に発展していくことができる運動で
ある。さらに，心と体をリラックスさせたり，仲間と協力して，様々な運動課題に挑戦することが
できる運動である。また，チャレンジ運動は仲間との協力が必要不可欠な課題を解決することによ
って，集団的達成感を味わい，肯定的な人間関係を形成することができる運動である。

(2) 子どもから見た特性
。 ，子どもたちにとってＧボール運動は一人で乗って楽しむことができる運動である しかしながら

初めての学習となるため，仲間とともに活用する運動の仕方は分からない。そこで，様々な活用の
仕方や運動課題を設定することにより，Ｇボール運動の特性に触れ，楽しむことができる運動であ
ると捉える。また，子どもたちにとってチャレンジ運動は，未経験で関心が高いが仲間とかかわる
活動は苦手であるため，活動が停滞する。そのため，仲間との協力を促す手だてを工夫することに
より，集団的達成感を味わい，肯定的な人間関係を形成することができる運動である。

表５ 体つくり運動における効果的な音楽の活用方法の分類

表６ 肯定的なかかわりを促進する手だて
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４ 学習のねらいと道すじ
( 1) 学習のねらい
仲間と力を合わせ，いろいろなＧボール運動にチャレンジし，楽しさや心地よさを味わおう。

(2) 道すじ
めあて１ 自分や友だちの心や体に気づこう。
めあて２ いろいろな動きにチャレンジしよう。
めあて３ チームで力を合わせ，チャレンジかだいをクリアしよう。

５ 単元の指導計画(全８時間)
時間 １ ２ ３ ４ ５ 本時 ６ ７ ８（ ）

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ めあて１ 自分や友だちの心や体に気づこう。
一 (体ほぐしの運動) 学学習の進
時 めあて２ いろいろな動きにチャレンジしよう。 習め方
間 (多様な動きをつくる運動) の
の まＧボール めあて３ チームで力を合わせ チャレンジかだいをクリアしよう， 。( ﾁｬﾚﾝｼﾞ運動)
流 ウェイブ ロング ロング とになれよ サンドイッ サンドイッ
れ ジャンプ すべり台 すべり台 めう チウォーク チウォーク

ふり返り
６ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 技能
・自己や仲間の体に関心を持ち， ・自己の体や仲間の体の状態に気 ・Ｇボールを用いて，多様な姿勢
きまりを守り，仲良く進んで取 付き，仲間と協力するよさが分 での動きやＧボールを操作する
り組むことができる。また，互 かり，Ｇボール運動の様々な運 動きなど体の基本的な動きがで
いに協力し，場や用具の安全に 動課題に対してのコツが分かる きる。。

， ，気を付けて運動することができ また チャレンジ運動において
る。 課題解決に向けての方法を考え

ることができる。
７ 評価計画

時期 評価観点 評価内容 評価方法
単元の前 実態把握 ・体育学習に対する実態把握(興味・関心・態度・経験) 質問紙法（ ）診断的評価

関心・意欲 ・Ｇボールに関心を持ち，学習意欲を高めることができる。 行動観察
態度 学習カード㧝

思考・判断 ・ 発言学習の見通しを持ち ルールやマナーを理解することができる， 。
・自己や仲間の体に関心を持つことができる。
・きまりを守ることができる。

関心・意欲 ・友だちやチームで協力して学習することができる。
単元の中 態度 ・ 行動観察安全を確かめながら進んでいろいろな動きに挑戦することができる。㧞

（形成的評価） ・学習の準備・片づけを協力してできる。 学習カード〜
・自己や仲間の体の様子に気づくことができる。 発言㧣

思考・判断 ・仲間と協力するよさが分かる。
・Ｇボール運動の様々な運動課題に対してのコツが分かる。
・課題解決に向けての方法を考えることができる。

技能 ・Ｇボールを用いての様々な動きができる。
単元の後 ８ まとめの評価 ・体を動かす楽しさや心地よさを感じることがでたか。 質問紙

（総括的評価） ・バディやチームで協力することができたか。 感想文
８ 本時の学習（５／８時間）

学習のねらい・活動 ○教師の支援 】評価【
１ 学習の準備をする。 ○肯定的な言葉かけの確認をする。は

。２ 今日の学習の確認をする。 ○体育学習におけるルール・マナー・安全面の確認をする
３ 体ほぐしの運動を行う。じ

○律動的な動きを促す音楽を流す。
○自分や友だちの体に気付かせる言葉かけをする。め

・はずんでマッサージ ・たすけて～
・はずんでブリッジ ・２人ではずもう 【関】自己や仲間の体に関心を持つことができる。10
・サンドイッチで歩こう ・おなかでキャッチ 【思】自己や仲間の体の様子に気づくことができる。分

４ 多様な動きをつくる運動を行う。 ○子どもたちが身近で聴き慣れた音楽を流す。
○うまくできるポイントを提示する。

安全を確かめながら進んでいろいろな動きに挑戦することな 【関】
・バンザイバランス ・十字架 。・はっけよい ができる

Ｇボール運動の様々な運動課題に対してのコツが分かる。か ・スーパーマン ・スライディング 【思】
【技】Ｇボールを用いての様々な動きができる。

。めあて２ いろいろな動きにチャレンジしよう

めあて１ 自分や友だちの体や心に気づこう。
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５ チャレンジ運動を行う。
○チームで協力して課題解決を促進
する音楽を流す。30

・サンドイッチウォーク ○肯定的な言葉やルールの確認をする。
○話し合いがうまくいくような言葉かけをする。
停滞しているグループにはクリアしたチームのコツに気付かせる。分 ○

【関】友だちやチームで協力して学習することができる。
【思】課題解決に向けての方法を考えることができる。

６ 今日の学習を振り返る。 ゆったりとしたメッセージ性のある音楽を流す。ま ○
・ワークシートに記入する。 ○友だちや各グループのよかったところを見付けることがと
・みんなで振り返る。 できる言葉かけをする。め
・次時の心構えを整える。 ○次時の活動を知らせ，意欲を高める。５

【関】最後まで，きまりを守ることができる。分
【思】仲間と協力するよさが分かる。

９ 活動の様子
めあて１・２・３の学習活動の様子を紹介する(写真１・２・３)。

10 仮説の検証
研究仮説を「体つくり運動において，仲間とのかかわりを重視したＧボール運動とチャレンジ運動

の指導を工夫することにより，仲間と豊かにかかわり，体を動かす楽しさや心地よさを味わうことが
できるであろう 」とし，研究を進めてきた。本研究では，表７で示すように５つの検証方法を用い。
て，児童の変容を検証・考察する。

検証内容 検証方法
(1)体を動かす楽しさの検証 形成的授業評価
(2)体を動かす心地よさの検証 感想文分類評価
(3)体育学習に対する態度の変容の検証 診断的・総括的授業評価
(4)体育学習と学級集団の関連性 学級集団意識調査
(5)学級集団の変容 Ｑ－Ｕテスト

○レベル１
チームみんなでサンドイッチを作り，体育館
の端から端まで歩けたらクリア! !
○レベル２
端まで行ったらみんなで回れ右をして戻る。
戻ってきたらクリア! !

表７ 検証方法

， 。めあて３ チームで力を合わせ チャレンジかだいをクリアしよう

おしくらまんじゅう たすけてー おなかでキャッチ サンドイッチ

気合いタイム サンドイッチウォーク ロングすべり台 クリアポーズ

ばんざいバランス スーパーマン 逆スーパーマン スライディング

写真１ めあて１「体ほぐしの運動」

写真２ めあて２「多様な動きをつくる運動」

写真３ めあて３「チャレンジ運動」
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( 1) 体を動かす楽しさの検証（形成的授業評価)
髙橋健夫( 2007)が作成した「成果 「意欲・関心 「学び方 「協力」の４次元９項目から成る，」 」 」
信頼性・妥当性の高いとされる形成的授業評価を用いて，体を動かす楽しさや心地よさを味わうこ
とができたか，授業内容（運動内容）が子ども達にとって有効であったかどうかを検証する。
形成的授業評価とは教師の手だてが子どもたちにとって有効であったのかどうか，授業を振り返
るために行われる毎時間の子どもたちによる評価活動である。
理論研究で述べた通り，体を動かす
楽しさを「仲間と共に運動の特性にふ
れながら，精一杯運動し，新たな発見

」 ，や技能の高まりがあること ととらえ
形成的授業評価の「成果 「意欲・関」
心 「学び方 「協力」の高まりが体を」 」
動かす楽しさとあてはめ，検証した。
表８の得点と図７のグラフを照らし合
わせてみると単元の後半にいくにつれ
て大きな伸びが見られる。２時間目と
４時間目では全体的に得点が下がる結
果となったが，その要因として２時間
目は運動課題の難易度が低く，児童の
実態に適していなかったことが考えら
れる。４・５時間目のめあて３「チャ
レンジ課題」で取り上げた運動内容は
同じだが，４時間目に評価が下がった

， ，理由として 初めて出会う運動内容に
チームでの課題解決がうまくいかず，
停滞していたからだと考える。逆に５
時間目は２回目の出会いとなるチャレ
ンジ課題に，各チームとも作戦を練っ
て挑み，成功したことがこの結果に推
察される。また，教師自身が運動内容に対する手だての修正を行った結果，３時間目・５時間目で
評価が上がったと考える。総合評価の推移を見ても体を動かす楽しさを味わうことができたことが
うかがえる（表９参照)。

( 2) 体を動かす心地よさの検証(感想文分類法)
仲間との豊かなかかわりを持ち，体を動か
す心地よさを味わうことができたかを授業後
の自由記述の感想からキーワード毎に分類し
て検証した。子どもたちから出てきた感想の
キーワードを分類すると「協力 「特性 「で」 」
きた 「意欲 「精一杯」に分けることができ」 」
た。図８を見ると感想に「協力」を記入した
子どもの割合は84％で多くの子どもが仲間と
のかかわりを持つことができた授業だと感じ
ていることがわかる。また，特性も63％の子どもが記入していたことから，多くの子どもがＧボー
ル運動やチャレンジ運動の特性に触れ，体を動かす心地よさを味わったことがうかがえる。

１時間目：自分はバランスがいいなと思った。Ｇボールは楽しかったしきもちよかったし，またやりたいです。
２時間目：あせがいっぱいでて，きもち良かったです。でもふざけてしまった。
３時間目：Ａさんがこうやってみたらとか教えてくれたので，うれしかったです。こんどはわたしが役に立ちたい

です。今日はバディがかわったのでＢさんのいい所を見つけて，とてもいい気もちになりました。
， 。 。４時間目：今日はチャレンジ運動のとき ちょっとけんかしてしまいました グループでやるサンドイッチがむずかしかったです

。 ， 。５時間目：今日もはじめてのバディだったのできんちょうしました 前より上手になり 成功したからうれしかったです
６時間目：たすけあって，きもちよかったです。Ｃさんが「たすけてー」のときじょうずにささえてくれました。
７時間目：Ｄさんといっぱいプラスの言葉で教え合いができました。

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

2.9

3
成
・
関
・
学
・
協
の
数
値

0

1

2

3

4

5
総
合
評
価
（
㧡
段
階
評
価
）

１時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目 ５時間目 ６時間目 ７時間目

(点)

成果 関･意・態
学び方 協力
総合評価

図７ 形成的授業評価の推移

表８ 毎時間の形成的授業評価 (N＝19)

表９ 形成的授業評価(毎時間)の児童の主な感想

「はい」3点「どちらでもない」2点「いいえ」1点の平均得点（ ）は５段階評価の数値

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

協 力

特 性

で き た

意 欲

精 一 杯

8 4
6 3

2 1
2 1
1 1

記 入 未 記 入

未 記 入

割 合 （ ％ ）

図８ 感想文の分類結果 (N＝19)

次元 項目 1時間目 2時間目 3時間目 4時間目 5時間目 6時間目 7時間目

成果
１．感動の体験
２．動きの伸び
３．新しい発見

２．６９
 (４)

２．４８
(４)

２．７７
(５)

２．４０
(３)

２．８１
(５)

２．７９
(５)

２．７０
(５)

 関 心 
 意 欲 
 態 度

４．精一杯の運動
５．楽しさの体験

２．８２
(４)

２．６３
(３)

２．６８
(３)

２．５３
(２)

２．７６
(３)

３．００
(５)

２．９７
(５)

学び方 ６．自主的学習　
７．めあてを持った学習

２．５９
(４)

２．５０
(３)

２．６３
 (４)

２．５３
(３)

２．５８
(４)

２．８２
(５)

２．６１
(４)

協力 ８．仲良く学習
９．協力的学習

２．７７
(４)

２．５６
(３)

２．６１
(４)

２．６６
(４)

２．７１
(４)

３．００
(５)

２．８７
(５)

２．７２
 (４)

２．５４
(３)

２．６７
(４)

２．５３
 (３)

２．７２
(４)

２．９０
(５)

２．７９
(５)
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( 3) 体育学習に対する態度の変容（診断的・総括的授業評価）
髙橋らが作成した信頼性・妥当性の高いとされる，診断的・総括的授業評価を用いた。診断的授
業評価とは児童の実態を明らかにするために単元前に行われる評価活動であり，総括的授業評価と
は単元を終えて，子どもたちの変容を見るために行われる評価活動である。その質問項目は「楽し
さ(情意目標) 「学び方(認識目標) 「技能(運動目標 「協力(社会的行動目標 」の４次元20項目」 」 ）」 ）
で作成されており，子どもが体育授業についてどのように思い，どのように感じているのか，など
単元前後で比較分析し考察した。
表10は診断的・総括的授業評価の結果で
ある。単元前の診断断的授業評価ではＱ５.
心理的充足「体育で体を動かすと，とても
気持ちがいい 」の問いに対して，５段階評。

「 」 。価の１で 楽しさ の次元評価も３と低い
「 ，またＱ７.他人を参考 体育をしているとき

うまい子や強いチームを見てうまくできる
やり方を考えることができる 」の問いに対。
しても評価が１で「協力」の次元評価も３
と低い。以上のことから，仲間同士で見合
う，教え合う，約束を守るなどの協力して
活動することは苦手であるため，体育の授
業における「楽しさ」の評価が低くなって
いたと考える。しかし，単元後の総括的授
業評価は「協力」の次元評価が「３」から
「５」へと伸びた。また 「楽しさ」の次元，
評価も「３」から「５」へと伸びた。その
ことから「協力」が伸びたことから「楽し
さ」の評価も相乗効果で伸びたことが推察
される 図10のグラフからも 協力 や 楽。 「 」 「
しさ」の次元評価はもとより 「学び方」や，
「技能」の次元においても大きな伸びがあ
ったことがわかる。以上のことから，毎時
間バディの交代や肯定的なかかわりを促進
する手だて 「チャレンジ運動」におけるチ，
ームの仲間と共に課題に挑戦し，課題解決

，を図るような授業を組み立てた結果として
豊かな仲間とのかかわりの中で肯定的な人
間関係をつくり，体を動かす楽しさや心地
よさを味わうことができたと考えることが
できる(表11参照 。）

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5
(点 )

楽 し さ 学 び 方 技 能 協 力

1 2 .5 8

1 1 .3 7

1 2 .2 6

1 2 .7 9

1 4 .3 7

1 2 .5 3

1 3 .6 3

1 4 .5 8

診 断 的 授 業 評 価 (単 元 前 )と 総 括 的 授 業 評 価 (単 元 後 )
診 断 的 (単 元 前 ) 総 括 的 (単 元 後 )

表10 診断的・総括的授業評価表 (N＝19)
項目 診断的 総括的次

平均得点 評価 平均得点 評価元
2. 53 ３ 3. 00 ５Q1.楽しく勉強
2. 47 ４ 2. 79 ５Q2.明るい雰囲気
2. 79 ４ 2. 95 ５楽 Q3.丈夫な体
2. 42 ３ 2. 90 ５し Q4.精一杯の運動
2. 37 １ 2. 74 ４さ Q5.心理的充足
12. 58 ３ 14. 37 ５楽しさ(情意目標)の合計
2. 42 ５ 2. 74 ５Q6.工夫して勉強
2. 21 １ 2. 63 ５Q7.他人を参考
2. 42 ５ 2. 74 ５学 Q8.めあてを持つ
1. 90 ３ 1. 90 ３び Q9.時間外練習
2. 42 ４ 2. 53 ５方 Q10.友人･先生の励まし
11. 37 ４ 12. 53 ５学び方(認識目標)の合計
2. 26 ５ 2. 32 ５Q11.運動の有能感
2. 58 ５ 2. 84 ５Q12.できる自信
2. 37 ４ 2. 74 ５技 Q13.自発的運動
2. 47 ４ 2. 79 ５Q14.授業前の気持ち
2. 58 ４ 2. 95 ５能 Q15.いろんな運動の上達
12.26 ５ 13. 63 ５技能(運動目標)の合計
2. 42 ３ 2. 84 ５Q16.自分勝手
2. 53 ２ 2. 84 ５Q17.約束ごとを守る
2. 37 ２ 2. 95 ５協 Q18.先生の話を聞く
2. 74 ３ 3. 00 ５Q19.ルールを守る
2. 74 ３ 2. 95 ５力 Q20.勝つための手段
12. 79 ３ 14. 58 ５協力(社会的行動目標)の合計
49. 00 ４ 55. 11 ５総 合 評 価 Q1- 20の合計

・きらいな友だちともＧボールでなかよくなれたのでよかったです。
・いつもの友だちとの協力とはちがって，いろいろな人と協力ができてよかった。
・ドラゴンＸＺファイターズでＧボールをやったときは，笑いが止まらなかったり，プラスの言葉がい
っぱい出てきたので，とてもいい気持ちになりました。

・体育は好きだったけど，Ｇボールをやって大好きになりました。みんなと，とても仲よくなれて楽し
かったです。

・友だちと協力して，できなかった運動ができるようになりました。どうしてもけんかしてしまうこと
もあったけど，Ｇボールのおかげ仲良くなりました。

・Ｅさんとはじめはあまりしゃべることができなかった。でもあとからはどんどん言葉がでてきた。つ
かれた時もチームで力を合わせて，つかれもふきとばして，とても楽しかった。

表11 総括的評価(単元後)における児童の主な感想
図10 単元前後の変容 (N＝19)

はい」3点「どちらでもない」2点「いいえ」1点の平均得点 評価は５段階評価
元評価は各カテゴリーの合計得点 評価は５段階評価
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( 4) 体育学習と学級集団の関連性(学級集団意識調査)
高橋は学級集団の意識と体育授業評価の関
連性を単元前後で調べ，強い相関関係がある
ことを検証した つまり 体育授業 と 学。 ，「 」 「
級経営」とは深い関係があるということであ
る 学級集団意識調査は高橋の 雰囲気 活。 「 」「
動意欲 「学習意欲 「人間関係」の４次元16」 」
項目から成る評価表を用いた。図11は検証授
業の単元の前後の学級の変容を示したグラフ
である。体育学習を通して培ってきた肯定的
な雰囲気や人間関係が教室での学級経営にも
そのまま反映し，さらには学習意欲にも良い
影響を与えていることが分かる。

(5) 学級集団における「集団の変容」(Ｑ－Ｕテスト)
Ｑ－Ｕテストとは川村茂雄(2008)らが開発
した，学級集団の状態をつかむことができる
標準化された心理テストである。上記で述べ
たように体育学習と学級経営が強い相関関係
があることから，Ｑ－Ｕテストを単元前後で
行い，学級集団の変容を検証した。図12に示
したように「学級生活不満足群」が52％から
全国平均を下回る20％へ減少した また 学。 ，「
級生活満足群」が11％から全国平均に近づく
40％にまで増加した。以上のことから，豊か
な仲間とのかかわりをつくり，体を動かす楽
しさや心地よさを味わう学習指導の工夫の結
果，子どもたちの学級集団への満足感が高ま
ったことがうかがえる。

まとめと今後の課題Ⅳ
本研究では「体を動かす楽しさや心地よさを味わう学習指導の工夫」をテーマに，仲間とかかわるＧボ
ール運動とチャレンジ運動を体つくり運動に取り入れ，研究を進めてきた。以下のように本研究の成果と
課題をまとめた。
１ 成果
( 1) 仲間とかかわるＧボール運動の学習展開を図ったことにより，豊かなかかわりの中で，体を動か
す楽しさや心地よさを味わわせることができた。

(2) チャレンジ運動において，仲間と協力し，集団的達成感を味わわわせることで，肯定的な人間関
係を作り，体を動かす楽しさや心地よさを味わわせることができた。

(3) 体を動かす楽しさや心地よさを味わわせることにより，学級集団の質(人間関係，雰囲気，学習
意欲)が向上し，学級集団への満足感を高めることができた。

２ 課題
( 1) 体つくり運動のねらいを達成するための，Ｇボール運動の新たな学習内容(運動内容)の開発が必
要である。

(2) チャレンジ運動において，Ｇボールを用いた様々なチャレンジ課題の開発が必要である。
(3) 仲間とかかわる活動の中で，学級生活に満足感の低い子どもへのより有効な手だての開発が必要
である。

侵害行為認知群 学級生活満足群
(学級内で自主的に活動しているが自己中 (学級生活・活動に満足し，意欲的
心的な面があり，他の子どもたちとトラ に取り組めている子ども）

）ブルを起こしている可能性の高い子ども

学級生活不満足群 非承認群
(学級内で認められることが少なく(学級内で自分の居場所がなく友だちから認め
自主的に活動することが少ない，意られる機会がきわめて少なかったり，いじめ
欲の低い子ども）や悪ふざけを受けている可能性の高い子ども）

26％→30％

52％→20％

11％→40％

11％→10％
全国平均18％

全国平均18％

全国平均23％

全国平均41％

2

2.2

2.4

2.6

2.8
(点 )

雰囲気 活動意欲 学習意欲 人間関係

2.5

2.13

2.65

2.27

2.62

2.16

2.76

2.43

「はい」3点「どちらでもない」2点「いいえ」1点の平均得点

単元前 単元後

図11 単元前後における学級の変容 (N＝19)

図12 Ｑ－Ｕテスト
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